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試料ノ~Jレ フ勺 Afこ就いては第 2衰の如 く 1~5 段漂白した.
19.86 
20.99 







3段法 L Iは塩素化一苛性ソ {ダ処理一漂白粉処理で，塩素化処理は2段漂白、法と同








(対パルプ)を添加し，パルプ濃度5%， 400Cにて 1~9 時間処理した. 叉第 5表及び第 6
表の如く有効塩素(対パルプ)を15，17， 21， 25， 30%添加し，パノレフの濃度5%， 40oC， 
1時間及び3時間処理した.
次に，この3時間漂白粉処理したパルプ。に対し，第7表の如く1.08%の苛性ヅ戸 グを加
え，パJレブη強度5%， 650C， 30分処理し，苛性ヅ戸 ダ溶液抽出を行った.
以上の各種の漂白処理，並びに苛性ヅ {ダ抽出のパルプを試料とし，前回民法31)に倣い，
真の結品領域量は試料 19に100ccの2ガ硫酸溶液を加え，煮沸せる湯煎鍋中にて 5時間
処理後， IG 3グラスフイ Jレターにて浦過，水洗後，更に 1%苛性ヅーグ溶液 100ccにて
30分煮沸し，同じく IG3グラ スフイノレターにて滅過，洗j催，乾燥，秤量し，試料(無水
物)に対する%で表わす.












c 1 ac 1 abc 1 abc ¥a油c¥abcc 
9.0 3.0 1.5 
3.0 3.0 1.5 1.5 
2.0 1.0 
1.0 
9.0 1 6.01 6.0 I 6.0 5.0 
5.1 2.2 1.1 
2.0 1.6 1.4 1.3 
1.0 0.7 
0.2 























αー セルロー ズ 87.5'3 87.29 78.36 78.26 77.70 76.92 75.75 74.92 73.80 
(84.99) (84.76) (75.07) (74.97) (74.28) (73.54) (72.42) (71.62) (70.55) 
分 (全対結原晶末領晒域パルプ)% 84.99 83.06 78.25 74.18 74.00 75.50 74.20 75.00 73.75 
キ庁
(82.53) (80.65) (74.96) (71.06) (70.74) (72.19) (70.94) (71.70) (70.51) 
結 {真対の原結末晶晒領パ域ルプ)%
76.13 73.35 70.48 70.75 66.37 66.28 67.08 67.03 67.15 
(73.92) (71.22) (67.52) (67.78) (63.!5) (63.36) (64.13) (64.08) (64.20) 
呆 燦(対結原晶末領晒域ノミルプ)%
8.86 9.71 7.77 3.43 7.63 9.22 7.12 7.97 6.60 
( 8.61) ( 9.43) ( 7.44) ( 3.38) ( 7.29) ( 8.82) ( 6.81) ( 7.62) ( 6.31) 
(非対結原晶末領晒域パルプ)%
15.01 16.94 21.75 25.82 26.00 24.50 25.80 25.00 26.25 
(14.57) (16.45) (20.84) (24.74) (24.86) (23.42) (24.66) (23.90) (25.09) 
第4表 1時間処理と 9時間処理の差
漂白パノレプ収量 iιセルローズ| 全結晶領域 |真の結晶領域| 凝結晶領域 非結晶預頑
% 96 % %μ|μ 
l50 (減)I 14.44叫 12.02州 9沼(判 2叩(減)I 10.52 (増)
ところで第4表より処理時聞にともなう漂白






































































































第7表 アノレカリ抽出処理と結品領域の関係(パノレア。濃度5%， 65'C， 30分)
索試料}の種類加 %1 %1 % 有効塩 添 量(対パノレプ) 17 21 30 
アルカ リ抽出jLNaOH添消加費量((対対パルプl 1.08 1.08 1.08 1.08 
処理 NaOH 量 パルプ 0.60 0.66 0.71 0.95 
潔 自 ノ、. ノレ フ l収 量 96.3 94.6 94.0 90.6 
76.63 74.50 61.45 
61.78 62.59 61.00 52.70 
17.17 14.04 13.50 8.75 




































































1-5時間漂白粉溶液処理(パノレプ濃度 5~G ， 40.C) 



































































2段法は塩素化ー漂白粉処理 3段法は塩素化一苛性ソ ーダ処理一漂白粉処理 5段法
は塩素化一塩素佑ー苛性ソ{グ処理一漂白粉処理一漂白粉処理である.これらの処理条件
として塩素化処理は， パルプ濃度5ガ，2ぴC，30分，苛性ソーダ処理は1%苛性ヅ{ダ(対
パルプ)を添加し，パノレフ。濃度5%， 40oC， 1時間処理である. これらの漂白パルプを夫
ぇ TAPPI式スタンダー ド飾分試験機によ り簡別し， 各メッ シユのパノレフ。をBatista民法5)



























同 1o. . ." .'-._ 1 .0 .... .'-._ 1 00 '''' '-_ 1， ~O ....... _ 124-150メ原パルプ 124メッシユ 142メッシュ 180メッシュ 1 、シユ|
C飾加わ|奈留部|残 留 部|残 留部|残留部|品単品種留
(VlO': %1 n"l f¥C %1 f¥"f <>(¥ %1 n(¥OO %1 ()-I 01:"' % 91.30 /ul 92.25，uI 91.06/ul 91.30/ul 90.38/ul 91.25
(90.39) I (91.28) I (90.15) I (90.39) I (89.48) I 
90・35 91.98 90.02 88.8ο89.38 1 90.05 
(88.54) I (90.14) I (88.22) I (87.02) I (87.59) I 
89.75 91.45 91.00 90.80 86.68 1 89.97 































室調料の‘¥¥、のメF ッ種シ類ユ1原ぐ飾ノ勺レプ li4メッシユ ||42メッシュ 1;メッシユ 1|41ょ メ~、、シユ 1 ツ24シ~平ユ1均5残0 価留メ
類 別前〉残留部残留部残留部残留部部
2原段漂末晒白パルプ I山 %1 9020%! 問 %1 91.00 % (対 パルプ〉 (89.77) (90.24) (89.92) (88.40) (88.15) (89.18) 
3段原漂末晒白パルプ I 92.50 (対 ノミルプ) (89.68) (91.84) (89.59) (88.76) (88.71) (89.73) 
5段原漂末晒白パルプ。 I 92.42 
〈対 パルプ〉 (88.92) (89.55) (89.09) (89.05) (87.20) (88.72) 














即ち第15表並びに鎗 3 図より 1~5 時間漂白パルプの粘度並びに重合度は上述の結品領
第15表 1--5時間漂白パルプ並びに結晶領域の粘度，重合度
い回。山川、 _1，0 .." ，. lon..".. 1 <~n . ."，.124--150メト原パノレプ 24メッシユ 42メツ、ンュ'80メッシユ1150メツ、ノ川山『時出
ド餓別前)残留部残留部1残留部|ユ残留部|部平均詰
1時間処理(手/号(粘度 1 4111 386 1 3叫 1 323 1 304| 3ω j レ l重合度 731 I 600 I 571 I 543 1 514 I 557 
プ)結晶i粕度 1河1.71 1 1.63 1 1.臼1.60 1.64 
l領 域l重合度 270 1 259 1 231 1 226 1 214 I 233 
3時間処理!要ル事1重草合E '2.61 2.59 2.32 2.22 2.'!-0 2.33 400 420 400 380 340 385 
ノレ プノ 結領域晶 合 1.65 1.63 1.59 1.56 1.54 1.58 249 238 227 216 205 222 
5時間処理!丸事{iL草合E 
2.52 2.44 2.29 2.14 2.06 2.23 
391 400 360 340 320 355 
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館17表及び第18安は 1"，5 時間漂白処理並びに 2~5 段漂白パルプの最長繊維部である
24メッシュ残尚部を17.5%苛性ヅ{グ溶液にて30分間処理したαセル ローズの結果である.
第17表 1-5時間漂白パノレプの α繊維素の粘度，結晶領域
|原パルプ1. " . "'，'，_ 1 ，. . "."'，_ 1，<，，，. ，"，'，_ 1 24~150 f i"': .:::"v :.1 メツ、ンユ 142メッシユ !150メッシユ| 、Jo'i一時印
1飴品L竺 wi j'lf I ;竺竺-型企竺竺出型台
1 号漂白 (1占 引 3.36 3.47 3.31 3.26 3.35 
パノレ のα 結結晶晶領領域量 89，88 89.08 88.00 88.99 
セルローズ の:j省度 1.17 1. t6 1.14 1.16 
吋叶占 度| 2.58 2，50 2.49 2.35 2目45パル のα 結結晶晶領領域量の % 88.15 87.88 87.80 81.94 
セノレローズ 粘度 1.14 1.13 1.13 1.13 
2.36 2.31 2.32 2.19 2.27 
パル のα 結結晶晶領領域量 % 89.60 88.25 87.40 88.42 
セノレローズ の粕度 1.14 1.13 1.13 1.13 
第18表 2~5段漂白パノレフ。の α 繊維素の粘度， 結晶領域
原パルプの124メッシユ 42メッシユ|
| | ||ュlr指aセルローズ|残留部残留部|残留部 41手す富
2号深勺i 度| 4.57 4.17 ノレ のαセ 晶晶領領域域量 % 89.41 
ルローズ の粕度 1.17 
一一
3F勺粕 21 5.22 4.85 ノルレロのーズaセ 結結晶晶領領域域量の粘 90.10 1.17 
ノ5レ段プ漂の白aパセ {結結占晶晶領領域量 度96| 
5.51 5.51 
89.15 














































漂白法としてプナパルプは 3段法，アカマツはプナよ り蒸解の際に脱リ グェンの程度が
少ないので 5段法により， 夫k未晒パルプ40gを用い，第20表に示す如く塩素化一苛性ソ
第20表 ブナ， アカマツパルプの漂白
ブ ナ パルプ | アカマツノξ ノレプ
3 段漂白 |前処理漂白| 5 段漂白|嗣抱漂白一←_.ー
% % % % 
開刊誌 5.0 (塩苛漂素性白化粉ソ) 5ojpj 5.0 Fi抽出)5.0 ('i¥'ltE 'J - ダ抽出) .0 (/ 5.0 5.0 (/ 2.5 処理 1.0 (/ 5.0 5.0 (/ ダ添加量 4 5.0 ーダ抽出)5.0 (/ 
全有効塩素添加量 (対ノ4ノレ5 
2.5 処理 1.0(/ 
7.5 6.0 12.5 11.0 
31i 
3.6 3.6 4.9 4.6 
有効塩素 消費量 2 
1.6 0.3 3.5 4.0 
全有効塩素消費量 (対ノ勺5レ
1.3 0.9 










gをとり，亜塩素股ヅ{ダ後処理の場合は700C，2時間， pH牛 5 (強般にて)において処
第21表盟塩素酸ソーダ並びに過酸化水素後処理
「 ナパルプ | アカマツパ7レプ
IN亙E盈~型 I HZ02夜通車-n，l'疋!万議厄麗下Hzo;i長届Z
NaCI02， HZ02添加量閃パノレプ)I 2.0% I 2.0% I 2.0% I 2.0% 
NaCI02. H20z消費量 対パルプ)I 1.4 1.8 1.0 1.0 
理した.過融イ七水素処理に際しては常性化のため苛性ソ {グを 0.5% (対パノレプ)添加し
850C， 2時間処理した.















色素吸着量はパJレプ 19に0.1%Congo red 溶液 100ccを加え， 1時間煮沸後， Duboscq 
比色計により標準液として Oβ7% Congo red 溶液を用い測定したものである.
















亜塩素酸ソ p グー， 漂白粉処理は未晒パルプ 2.5gを用い第24賓の如く添加量(対未|凶パ
ルプ)50%， 40%， 20%， 10%において 1~5 時間処理した.
亜塚素酸ソーダ並びに漂白粉処理
-1 -2っ-第24表 5 
亜ソー塩ダ素処理酸{添消加費量量 (対末末晒H詞ノノ4勺ノレプ〉 50.0% 
% % _% 50.0 
34.0 42.3 
漂白粉処理(講義量潔雑:;23j 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 8.0 12.5 44.0 47.8 
漂白粉処理{添1消費加量 (対末末晒パノりルレププ)〉 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 8.5 12.3 20.4 37.0 39.0 
亜ソー塩ダ素処酸理{添消加費量量 ((対対末米晒附ノノミ勺ノレレププ)〉 20.0 20.0 14.0 ]8.4 
漂白粉処理(講義室須組;23j 20.0 20.0 20.0 10.0 16.1 19.9 
車ソー窓夕素、処理酸{添消加費量量 (対末末晒晒パノ4ノレプ〉) 10.0 10.0 6.9 9.9 
漂白粉処理{添消加費量 (対末晒日商ノパ勺ノレレププ)〉 10.0 10.0 10.0 7.0 8.8 9.9 





処理?昆度は亜塩素・酸ヅ戸グ処理は 75"C，pH牛 4.2，漂白粉処理は 20"Cである.パルフ。強
度はいずれの処理も 2.5%である.























即ち苛性ソ ーダ処理は添加量(対未附パルプ)3 %，75"C， 1時間，亜塩素酸ソ{グ処理
は添加量 (対未晒パJレプ) 5 %， 75"C， pH . ←5， 1時間処理である.パルプ濃度はいずれ
も2.5%である.向塩素佑処理の pHは境素添加量 1.%'の場合は 4.7，3%の場合は3ふ 5 
%の場合は 3.5である.
次に漂白処理段階中の苛性ソーダ処理の影響をみるためには，予め未晒パルプ60gを用
い塩素添加量 (対米晒ノ勺レプ) 5 %， 20"C， 30分処理し，乾燥した塩索イ七ノミJレフ。失々2.5g




素化パノレプ) 5タム 750C，pH=5， パJレフ'濃度2.5%，1時間処理である.
境般処理の影響は予め亜塩素暇ソーダ添加量 (対未晒パルプ)10%， 750C， pHキ 5，パル
プ濃度2.5%，1時間処理にて精製したパルプ 2.5g ずつ用い，塩般添加量(対未II~I パルプ)







































| 結晶領域量 | パノレプ粘度 | 詩編可
86.80% 3.48 1.46 
87.78 3.45 1.48 
3段漂白ノミノレプ 42メッシユ 86.80 3.38 1.45 
80メッシユ 86.50 3.32 1.42 
200メッシユ 84.60 3.22 
前処0理23段処潔白 ノ幻レプ 87.53 4.65 1.53 
NaCl 後 理ノミ ノレプ 87.03 4.83 1.49 
H202 理パ ルプ 87.40 3.15 1.46 
( 原24メツξνユル残残磁留留部調プl 
87.15 6.39 1.53 
88.18 6.20 1.48 
亜嵐素酸ソー 夕、漂白ノ勺レア。 42メツ、ンユ 87.25 6.37 1.47 
80メッシユ 86.10 6.54 1.46 
200メツ、ンユ 留 83.90 6.22 
第27表 アカマツパルプ.の結品領域，粕度
結晶領域量 パノレフ。粘度 I 結f占晶領域度の
(原パ ル プ 90.53% 4.00 1.50 5段漂 白パ ルプ 24メッシユ残留部 90.38 4.19 1.48 
前処0理25段処潔白パ ルプ 90.75 4.16 1.49 
NaCl 後 理パノレプ 90.83 4.15 1.46 
H202 理パノレプ 90.63 3.10 1.43 
(原パノレプ 89.95 6.53 1.52 亜塩素酸ソー 夕、、漂白パノレフ。 24メッシユ残留部 89.65 6.07 1.48 




マツパルプが約90%でアカマツの方が多いが， 夫 k の同一樹種のパルプ聞においては，こ
の程度の漂白法においては結晶領域量に差がない.
次に結晶領域の粘度についてはプナ，アカマツによる樹種の相違，漂白剤，漂白法の相
違は殆んどなく，いずれも1.4~1.5 で相互に近似である . ところでパルプ自体の粘度は既・











7.24 X 10-2 
6.82 X 10-2 
7.20 X 10-2 




となる.叉岡田氏54)の実験において松半聞は Co=88.5%"Kc=12.0x 10てCo=90.0%"Kc= 








いて混合度分布を測定し，第 1 部分には 1500~1600 附近に鋭い極大部を持ち，導管の多い
第 3 1'íi;分には 800~900 附近に鋭い極大部を持っている結果を得た.叉 Klauditz民等29) が
プナの髄線細胞の重合度が木繊維より低い(木繊維850に対し 530) ことを示しているが，
これらはいずれも木材を構成する諸細胞の割合に関係するものである.即ち長友氏43)によ







第29表 1~5時間処理パルプの粘度， 結晶領域， 色素吸着量
フ ナ ノミ ノレ フ アカマツノ4 ノレプ
1時間 l 3時間 | 5時間 1時間 I 3時間 I 5時間
結:li領域雲 (52382鑓 87.90 87.98 88.25 9u.43 90.38 90.70 86.20 84.08 84.63 87.50 
パノレプ粘度(523包2鑓 4.69 4.63 4.44 5.79 5.2.1 5.19 3.00 1.77 1.62 2.67 一
t51~1領域粘度{~、Jaae(OlOCzl)2処処理 1.49 1.49 1.48 1.45 1.46 1.45 1.42 1.41 1.38 1.42 

























田氏等32)が繊維素繊維の非品化の研究にお B. 60 
いて，エ{テルイ七度の初期tこ非晶化の度合
も多 く，Congo redの染色量の多いこ とを 1 回
示していることも参考になる.しかしなが
ら宮坂民等41)は DirectBlue 2B， Direct 





。錯晶1R1蝿壷 m.uc.ぇ~O ーー ーー アナ，b助柑括提f(偽~酬〉





















漂 白 法 仁二E -~I HCl 処理後 1 HCl処理後 IHCl処理後結I HCI処理前 IHα処理後 |パノレプ粘度 |結晶領域量 |品領域粘度
87.25 % % % 3.86 1.49 3段 漂 白〈原〉 0.24 0.16 (3.48) (86.80) (1.46) 
4.80 86.65 1.49 前処理3段漂白 0.25 0.14 (4.65) (87.53) (1.53) フ ナ 4.89 86.90 1.46 NaCI02後処理 0.22 0.16 (4.83) (87.03) (1.49) 
/ξ ノレプ
3.45 87.05 1.50 H202 後 処理 0.23 0.11 (3.15) (87.40) (1.46) 
5.74 86.05 1.49 NaCI02 (原)潔白 0.22 0.13 (6.39) (87.15) (1.53) 
4.07 90.20 1.50 5段 漂 白〈原〕 0.25 0.14 (4.00) (90.53) (1.50) 
3.98 89.55 1.46 l… 0.21 0.13 (4.16) (90.75) (1.49) アカマツ 4.28 90.05 1.56 NaCI02後処 理 0.21 0.18 (4.15) (90.83) (1.46) ノ4ノレプ 3.28 90.20 1.47 H202 後処 理 0.25 0.21 (3.10) (90.63) (1.43) 






































自主ソ一 % 10.85 10.95 8，80 8.65 
ダ処理
1.80 1.75 
295 一 267 
84，07 83.22 80.82 
63.56 59.67 55.44 
20.51 23.55 25.38 
13.91 14.84 14.38 
3.35 3.23 2.45 
550 540 450 
1.72 1.62 1.51 
255 220 184 
第32表漂白粉及び亜塩素酸ソーダ添加量20% (対末晒パ
ノレプ)の影響 (各領域量は対末晒ノミノレプの値)





酸ソ_Hf fl 11 1J¥ :lJI{% 12.63 13.00 
8.50 7.90 
ダ処理ハ
全領 1.79 1.75 290 267 
84.04 79.73 76.59 
62.93 52.86 47.87 
21.09 26.87 28.72 
15.89 17.27 16.10 
Lij器 3.20 1.92 1.64 540 300 232 1.70 1.51 1.41 250 184 160 
第33表 潔白粉及び亜極素酸ソーダ添加量50%(対末晒パノレプ)の影響





ソーダ 。% 12.65 13.01 
処理 ハ
8.40 7.60 
全領 1，75 1.74 267 261 
83，83 79.95 73.83 64.33 60.46 
63.63 55.65 50.28 33.97 29.63 
20.20 24，30 23.55 30.36 30.83 
14.76 17.63 21.23 20.24 18.88 
2.95 2.15 1.74 1.23 1.23 
500 340 260 95 95 
1.69 1.60 1.46 1.22 1.20 














処理時間(時間)11 2 3 4 5 
84.69 80.36 75.51 
64.03 58.74 54.59 
20.66 21.62 20.92 
14.28 18.45 20.77 
3.00 2.19 1.84 
500 350 330 
1.69 1.62 1.55 
250 225 205 
(各領域量は対末晒パルプの{直)
第35表塩素化の影響 (30分処理)
塩(対素末晒添ノ勺加レプ量〉 1.0% 3戸| 5.0% 
82.06 83.07 82.41 81.93 
60.64 61.72 61.56 60.63 
21.42 21.35 20.85 21.30 
14.18 13.08 13.45 13.59 
9.40 8.80 8.45 8.65 
1.78 1.76 1.72 1.71 




(対末l明パノレプ)I 1.0% I 3.0% I 5戸 7内
82.55 82.37 82.87 82.43 
61.75 62.02 61.32 62.07 
20.86 20.35 21.55 20.36 
13.69 13.33 13.35 13.27 
7.60 7.60 7.60 7.55 
1.70 1.70 1.68 1.67 






































3.0 5.0 7.0 10.0 
精(対製復パルプ歩号ノレ目フ弱J 
95.92 95.46 95.60 95.50 
40 96.14 95.96 95.80 95.78 94.98 素化ノ 7日 95.94 94.76 94.10 93.78 93.36 
全(対給柄品。j製領パ域ノレプfl .ov 正3ι).o.)V 83.33 83.70 83.67 83.97 40 84.50 84.67 84.60 84.60 84.62 
7F. 日5.10 84.83 85.37 85.10 85.20 
1.51 1.50 1.50 1.50 1.48 
全給品領域姑度 | 40 1.50 1.50 1.50 1.50 1.48 











塩酸添加量閃漂白パルプ) I 1.0% I 3戸 5戸| 7戸| 10.0% 
会iv結f晶iVi領; 域彰% 86.70 86.90 87.27 87.20 87.10 62.34 63.44 62.49 63.83 61.41 24.36 23.46 24.78 23.37 25.69 13.30 13.10 12.73 12.80 12目90
全パ続可ルl俵 E 崖
8.50 8.30 8.20 8.20 8.20 
1.72 1.70 1.70 1.70 1.70 
255 250 250 250 250 
(各領域量は対 NaCI02漂白パノレ7・の値)
第39表各種塩酸溶液処理の影響 (40.C，1時間)
塩酸添加量(対漂白パルプ) I 1.0% I 3.0% I 5戸| 10.0% 
主zの結結閉結晶域プ晶{鎖{書重重領鍋領合 渉域脚域度皮屈タμd 
86.07 86.23 86.53 86.97 86.63 
63.43 63.64 63.17 64.10 63.85 
22.64 22.59 23.36 22.87 22.78 
13.93 13.77 13.47 13.03 13.37 
8.50 8.20 8.30 8.30 8.20 





塩酸添加量(対漂白パノレプ) I 1戸 3戸 5.0%I 
主zパ の結結ル問結仏晶プ晶{領型領領倣合域域域域E肢度ラμ μ 4
87.23 87.33 87.47 
64.20 64.27 65.08 
23.03 23.06 22.39 
12.77 12.67 12目53
8.50 7.45 7.20 
全結品領域(草合
1.70 1.70 1.70 






































0 66.08/0 19.80/0 14.12/0 7.30 
(硫1.51%) lCa(OC1)2 85.60 64.03 21.57 14.40 3.40 
ブ(ナ硫3化段度漂24白.4パO~ル0)プljNcaa(CO1C0l2) 85.70 67.19 18.51 14.30 7.40 83.75 64.36 19.39 16.25 3.90 
アカマツじ7度段2漂1.3白1%パ)fiNaC102 92.10 69.40 22.70 7.90 6.50 ノレプ(硫イ Ca(OCljz 90.03 61.04 28.99 9.97 3.50 













木竹材繊維素繊維の結晶領域の動向についての研究一一谷 口 25 






































































































































材料は鶴岡市近郊産の孟宗竹 1年生(昭和25年 4月採集)と 3年生 (昭和27年9月採集)
のものをチ yプとして 2l-電熱式オ トー クレ{ブにより蒸解した.
蒸解溶液の組成は第44表，第45表の如くである.
パルプイ七は 1年生及び3年生について夫次チ yプ約 250gを用いて最高蒸解温度 1500C
25 
26 山形大学紀要(農学)第3巻第1号
へとして/いしてノいしてノ! |¥吋l同"1 |、料 /1、料小料ノI'H:>'l.平|中 |μN出山|、てノ
gj! g/l g/l % 。C cc/g % % % % % 
1 42.56 39.84 5.45 12.03 160 6 27.16 25.52 16.27 63.75 28.0 6.64 1.086 
(2時間)
2 42.56 39.84 5.45 12.03 150 6 27.16 25.52 13.48 52.82 29.2 8.18 1.086 
3 32.96 30.92 4.09 11.69 
(2時16間0) 
6 21.01 19.78 14.32 72.40 28.4 11.10 1.068 
(2時間)












































































次にこれらのパルフ。を 30~50g とり 3 段法により漂白精製した.
漂白条件として第1段は塩素化処理で有効塩素添加量(対パJレプ)2.5~3.0% ， 21~22 'C， 
30分間処理した.第2段は苛性ヅーダ溶液処理で苛性ヅ{ダ添加量(対ノミルプ)3%で65
'C， 30分間処理した.第3段は漂白粉処理並びに亜塩素酸ソ{グ処理である.漂白粉処理
では有効塩素添加量 (対ノ勺レプ)2.5%， 40.C， 1 時間処理し，亜塩素酸ヅーグ処理では 1~













漂白精製においては各パルプと もに漂白剤の使用 量 は近似である.有効塩素消費量は















5 I ~A?9!h I NaCI02 

















42メッシユ I 80メッシュ I 150メッシユ
残哩~ | 残留部|残留部
6.30% I 7.23% I 2.67% I 
6.51 6.31 2.58 
5.86 6.82 1. 3.05 








































































川 ノI 13.48 
NaCI02 86.35 89.25 85.83 87.58 
3 I臼(OC1)2 85.13 86.50 85.96 
84.76 I k、LOJuC.uTuTノI 14.32 
Ca(OCl)z 
Ca(OClh 
¥τ 寸 ノI 12.42 
各均値メッシユの平I 85.60 87.85 86.51 
第49表 3年生孟宗竹ノ勺レフ。の結晶領域量 ( )対原試材
留部十150メッシユ残留
蒸解 漂白剤jの 原ノミノレプ。 24メツ、ン 42メツ、ン 80メツシ 80メッシユ残 24~150 メ 料4街月J) 効費絶ア量乾ノレカ
番号種 類 (飾別前〉ユ残留部ユ残留部ユ残留部ツシユ残留部部平均値 試
ca(OCi)28920%8990%89.05F4-89.109689.35%96 
5 6 2 〉 1744
88.61 NaCl0289.30 I 89.15 I 88.30 I - I 88.40 1 (26:05)
87.09 
Ca(OCl)2 1 86.20 1 86.88 1 87.25 1 - 1 87.15 1 (2:3)
6 8 7  15.08 
NaC1O2 1 87.30 1 86.60 I 87.70 I - 1 85.90 1 (28.19) 
86.09 
Ca(OClh 1 85.00 1 86.73 1 86.20 1 - 1 85.35 1 (28:15) 
7 8 6  14.92 
NaClO286.15 I 86.90 I 86.50 I - I 86.4o I (28.32) 
r'..lnr-1¥ OA O)f¥ OC: t:0 0'2 Of¥ 00 l!fl 84.31 
、叫OCljz 1 84.20 1 85.53 1 83.80 1 - 1 83.60 1 (30:52)
8 0  13.49
NaCI02 1 84.90 1 86.23 I 85.30 1 - 1 83.55 1 (30:7;3) 1 







83.50 I 82.25 I 
るから 24~150 メッシユ残尚
部パルプの結晶領域量の平均
亜よソ塩ーる素漂夕、酸に白 {短結結小晶品領領細域域胞量のの粘粘度度96| | | 
83.70 82.40 







アルカリ消費量の16~17%の蒸解番号 1 ， 5 の結晶領域量が88~89%で，有効アルカリ消
費量12~13%の蒸解番号 4 ， 8 は結晶領域量85%で少ない.有効アルカリ消費量14~15%

















































漂白粉処理i結晶 粘劫柑 度度度度亜ー 塩ダ素処酸 パノレ領域プソ 理結晶領域
ドノ十メツゆツシI~メツツ1150 メツ防ノ川51別前)ユ残留部|ユ残留部ユ残留部出ユ残留l望書票)(対絶
2.82 3.05 2.88 2.85 2.71 % 
522 543 522 522 500 
1.37 1.37 1.36 1.37 1.33 
120 120 120 120 109 
4.27 4.31 4.29 4.05 3.84 16.27 
745 776 745 714 652 
1.41 1.36 1.36 1.37 1.35 
141 130 130 130 120 
4.94 4.69 4.52 4.52 4.50 
870 839 745 745 714 
1.52 1.47 1.48 1.46 1.43 
174 163 163 163 141 
7.62 7.94 7.68 7.59 6.77 13.48 
1042 1087 1C;43 1043 1000 
1.50 1.47 1.48 1.48 1.44 
174 174 174 174 141 
4.12 4.31 4.40 
\80 メッシユ残留剖け 150 メツン .:l. H~創部 }
4.24 
1.46 1.41 1.41 1.39 
4.11 3.63 3.64 3.45 14.32 
1.48 1.50 1.41 1.40 
6.38 6.68 6.49 6.24 
1.63 1.59 1.59 1.54 
9.90 8.54 8.50 8.32 12.42 










| 原(ほ自飾前門i|2Uいツ | 当引|… l陸乾有倒?消向暗費効試帯料…} 日1I1J前〉 ユ残留部 ユ残留 残メ留ツ部、ンユ ) (対絶
2.88 3.05 
1.35 1.34 5 |亜ー塩ダ素処酸 パノレ領域プ 4.24 4.07 '" '7Q 17.44 
ソ 盟 結晶領域 1.34 1.33 
4.14 4.26 
1.43 1.40 .L，oJV 
6 I亜一塩夕、素、処殴 パル領域プ 7.73 7.69 '7 ，，， 15.08 
ソ 理結晶領域 1.45 1.40 
3.87 3.96 
1.46 1.40 .・v.7 
1亜 塩ーダ素処酸 パル領域プ 6.20 6.20 " 00 14.92 
ソ 理結晶領域 1.50 1.45 
5.11 5.14 495 4.76 
1.62 1.55 1.53 1.49 
8 I亜ー塩ダ素処酸 パノレ領域プ 6.80 6.80 6.77 6.55 13.49 







































OC， 110oC， 120oC， 130oC， 140oC， 150oC， 1600Cに到達
した時蒸解を止め夫k試料とした.この際の蒸解は木粉
3gと蒸鉾溶液を小型鉄製円筒(容量80cc)中に密閉し，




























32.50gjl O g/l 32.50gjl O % 
31.49 1.67 33.16 5.04 
30.82 3.25 34.07 9.53 
27.14 6.11 33.25 18.38 
22.98 8.56 31.54 27.14 
20.77 10.01 30.78 32.52 
18.76 14目32 33.08 43.29 
15.41 17.91 33.32 53.75 
14.07 19.69 33.76 58.32 





















































































































































蒸時間解 !| ?(対講チ話ップカ; Ic還末元晒論ノξ レフノツI漂白パ粘ノレプ | 全結晶領域 I ;真度結晶領域 Kc 
時間 % % 
O 13.79 6.21 1.63 1.56 6.02 X 10-2 
0.5 15.35 8.64 6.74 1.58 1.55 6.18 X 10-2 
1 15.79 7.05 6.54 1.55 1.54 6.12 X 10-2 
2 16.46 6.09 5.33 1.49 1.50 7.75 X 10-2 












第58表 B蒸解パルプ及び結晶領域の粕度，過マ γガγ酸加塁側， Kcの変化
蒸解 |有亨アルカ
時間 | リ商費量! (対チ一之7')
時間%
o 13.99 




















4.93 X 10-2 
5.65 X 10-2 
4.93 X 10-2 



































バノレ プの微細構造の組成 I ~・ ・ ・ ・ 門
~ I真の結晶領域| 中間領域ー「弓下語耳石蔵寸 rmJlpp し0
63.58% I 20.52% I 15.90% I 85.49 
63.37 22.21 14.42 ~4.59 
62.94 23.04 14.02 82.90 
62.42 24.28 13.30 85.94 














ノレプの徽一征j量一色主主 盤ー一成 一 | 一Phi¥ioo Co |真の結晶領域 |中 閉鎖域 |非結晶領域1.JJIllVtJ '-'0 
61.96% I 22.23% I 15.81% I 89.51 
60.14 24.86 ~5.o0 87.22 
59.29 25.96 ~4.75 89.44 
58.82 27.61 13.57 90.29 








































ところで， A蒸解パルプでは C。とBattista民法の金結晶領域量は近似であるが， B蒸











!一一一一一二 IVヱ (f)政 一坦-畳一章のA-.J庇 」
蒸解時間|:全結晶領域真の結晶領域 |中間買取弁ヲ ド給五百扇ー漂白パノレプ収量
。時間 46.83μ 35.40% 1 11.43% .1 8.85% I 55.回%
0.5 39.02 28.8θ10.13 6.57 45.59 
1 38.36 28.08 10，28 6.26 44.62 
2 37.84 27.25 10.68 5.81 43.65 










35.53μ 26.15% I 9.38% 1 6.67% 
33.74 23.87 9.87 5.95 
30.08 20.92 9.16 5.20 
29.99 20.41 9.58 4.71 

























一方漂白パルプ収量の減少は 10.09% である.従って著 第11図ノミノレプの微細構造の
者は蒸解過程に於ける結品領域の変化と して， パルプ中に 変化(対原試材)
存在した非結晶領域が最初に分解されて溶出する.次いで中間領域より非結晶領域への
34 


















































第63表硫化度とパルプ!/J(量及び全結晶領域 (NaOH+ Na2S = 32区jl)
I -f-rr:n:': 0.. _~ rh-t.I3. I漂白パルプ収量| 全結晶領域量 | 粕
硫 化 度 i末晒パルプ収量 I(対末即日ノミ川 I(対漂白パ川|高羽百藷議 -
o % 58.00% 88.27 80.00% 8.2 1.68 
5.04 57.90 88.68 80.13 
9.53 55.76 88.70 80.23 1.76 
18.38 53.43 93.55 80.55 8.5 
27.14 57.20 92.30 80.23 8.6 1.76 
32.52 57.39 92.10 80.13 8.8 1.76 
43.29 58.60 90.10 75.33 8.8 1.76 
53.75 59.83 90.60 75.23 9.5 1.83 
58.32 59.85 90.50 74.37 9.5 1.82 
67.80 59.90 90.30 75.55 
第64表 硫化度とパルプ収量及び全結晶領域 (NaOH+ Na2S = 42gj 1) 
I -.;-"，r: " . _0，. t=I. I漂白パノレプ収量| 全結晶領域量 ;1'占
硫 化 度 |末附パルプ収量 Ic対末晒ノ4ノレプ)I (対鮪パノレプ〉南房王ルプ |全給関前
o % 54.01〆% 86.40% 82.80% 6.9 1.52 
5.93 53.55 91.42 83.87 7.0 1.55 
7.31 52.00 92.33 81.03 7.3 
20.69 52.36 94.55 81.00 7.4 1.60 
27.83 51.97 95.03 80.97 1.67 
36.20 53.14 92.75 80.30 7.9 1.69 
42.38 53.50 92.55 78.67 1.70 























I~ -1+ 1# "'hl樹全~I樹高|校下|胸亘 1 ~ fill N0.1試材|産 地 I(智X'":I~ 1 (翠)1伐期|備 考
| タマ松 |山形県西置賜訓 83 1 1771 3cml昭和28年内々の代表的と認められ十玉村大平山 1 uv 1 .e'1 '1 "" [10月 8日 るものを選定した
2|シラハタ松|向 上 1 49 1 181 11部|向上 |同 上
3|クロ松 |謀者県西田川1(お)1 -1-1 g~l量産|吻2昨 I~r材部多く，偏心生長
4I~雌アカマ | 岩盤紺11 卜35)I -1 -1附|骨寸15ii2ib;
51~州産アカ マ 1 -1 -1 -1-I - I ~~で23764祥雲
l  ;本研究室に保存


























料 i クラフ トパルプ中の微細| 粘 | 
一一|一欝造P組暗一一一_11'Q 15<. IPhi1i卯






| μ| 刻 %1%1 
i辺材18.62i弘34124.81 11.38 
主主』187.51 62.11 25.4112.51 
(ZZ|設出12:到怨;|1231
31クロ松 (野詩|設副長認12:刻ig|
4 ヲ形産アカ 7 2 Z1311Z:認!2調531 
5 李鵬アカマ{~J:1 91.381 67.351担七割












































































































































NO. 種 類 |収 量|全結晶領域 l真結晶領域，1ft問領一域下手橋高富夜
一 一 ..%1 %1 矧 %1 % 
11オキタマ松 {Z Z1 23; | ;:お l ;:; | 1:? l i; 
2|シラハタ松 (23| 話:32l iE3 1 252 | 1持 | 怨
{正常材 | 必04l i9; | 28ml M 1 513 
アテ材L_33.11 2.361 0.9 1 8.3 .78
41アカ松山形産 (古詩12i! 詮ZI 2131 1521 2Z 
5|アカ松九州産也容 42.321 38.67 -1 沼田 10.171 3.65 

















虻空 kl時雇唱曜:h絡|真結 IPh~i~P I Kc 
11オキタマ松
21シラハタ松

















試 料 lホロセノレロ l ホロセルロースのお細構造の組成
No.1 種 類 ーズ 全結晶領域 |真結晶領域 |中間領域 l非結晶領域
11オキタマ松
% 
74.03 43.63 13.14 17.26 
66.08 49.55 37.18 12.37 16.53 
21シラハタ松 (ま詩| 18.74 71.89 50.75 38.60 12.15 21.14 
31 タロ松 {{野辺心草材| 
18.23 
56.14 39.30 28.57 10.73 16.84 
41山形産アカ松 21.82 78.31 53.21 42目57 10.64 25.10 


























































い.その他の松材の聞には差が少ない.結晶粒子の巾の大なる ものはシラハグマ ツ (辺材)
叉小なるものは山形産アカマツ (心材)及びクロマツ(アテ材)である.
向第71表及び第72表の如く硫化度 21.31%及び 24.40% にてノ勺レプ枯し，前述同様に20
%亜温素酸ソ {グ(対朱晒ノ勺レプ)により漂白精製したものについても考察した.
即ち第73表，第74:表より硫イ七度 21.31%及び24.40% による結晶領域量には大差がない.







料 | クラフ トパルプ中の微細構造の組成 |粘 度
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第74表 潔白クラフトパノレプの微細構造(真;結:真結晶領成)硫化度24.40%
試 料 | クラフ トパルプ中の微細構造の組成 !粘 度
Ro:r一通 類 |亙詰耳領扇話語高編成1宇間領域百情高扇耳元iノ4ル プ!真 絡
%1 %1 %1 %! 
11ォキタマ松 下辺哲| 田.68 1 7134 1 22341 6m| 6601 158 
I 'f I .r ~ 1A llL'材 90.58 1 67.94 1 22.64 1 9.42 1 6.30 1 1.53 
21シラハタ松 ぽ ~I 祭器! ?総i1221| 惣 1ifil ig 
31クロ料 j正雪村 93.60 67.91 25.ω 6.40 6.00 1.日
l M lアテ材 92.30 I 67.10 I 25.20 I 7.70 I 5.00 I 1.54 













試 料 |漂白パノレプ 一一一-jzz上三竺三間P微細構造あ嘉蔵
N0.1 種 類 |収 主i金値盟理|真の結晶領域Ir?-尚1頭取寸評踊菌研
%1 %1 %1 %1 % 
1|オキタマ松 (ま詩| ;認 izgi zzl よ21 2 
2|シラハタ松 (吉一丁1認| 縦 I273i1 32;l fZ 
|クロ松 正 常材r1 42.15 1 39.58 1 附! 日911 257 
[アテ杜-'--_=32.48 I 30.03 1 21.50 1 8.~_3 _1_ 2.45 
4山形産アカマツ{君詩| 設認lial itE| 12 2沼
第76表 クラブ トパルプの微細構造 (対原試材)硫化度24.40%
一一昆一一 料-1諜白ノ勺レフ。|一一一一 !J=7て土二三とプ-中(J)微細播造有亙JIX，

























































! 微細構造の組成水煮温度 1-^ ~ -Ff~_=;'H~ ~~~~----; co |全結晶|真の結|中間|非結晶
|領域|品領域|領域|領域
l〈京無パルプ. % % % % 
処理) 91.04 67.62 24.32 8.06 
100 91.68 68.30 23.38 8.32 
110 91.44 66.73 24.71 8.56 
120 92.26 67.40 24.86 7.74 
130 92.90 68.31 24.59 7.10 
140 9370 68.20 25.50 6.30 
150 93.80 66.74 27.06 6.20 
160 94.07 65.46 28.61 5.93 
170 95.07 65.44 29.63 4.93 
180 96.03 65.49 30.54 3.97 




度℃ |笠結拍|真り紡 i 甲問 I~和朗
|領域|品領域|領域|領域
原f無パノレフa % % % % 
処理) 91.94 67.62 24.32 8.06 
110 92.65 69.72 22.93 7.35 
130 92.15 69.02 23.13 7.85 
140 92.05 68.26 23.79 7.95 
150 91.53 65.63 25.90 8.47 
160 92.05 65.17 26.88 7.95 
170 92.23 63.45 28.78 7.77 
200 90.45 62.46 27.99 9.55 
220 90.10 56.54 33.56 9.90 



















水煮温ト一札細 構」 ρー 盆且 |漂白ノξル| 粘 十 E 芳一
度 !'eI議結晶領 |議結晶i中間領域 |議結晶領 |プj収量 |パノレプ|議結晶領 j重量結品
原〈無パルフ. % % % % % 
処理〉 90.54 6.59 23.95 7.94 98.48 8.06 1.78 1.90 
100 89.84 66.93 22.91 8.16 98.00 8.19 1.76 1.87 
110 89.77 65.51 24.26 8.40 98.17 7.25 1.76 1.84 
120 89.74 65.6 24.18 7.53 97.27 7.35 1.75 1.82 
130 89.64 65.91 23.73 6.85 96.49 6.81 1.74 1.70 
140 89.42 65.08 24.34 6.01 95.43 6.24 1.72 1.68 
150 88.81 63.19 25.62 5.87 94.68 5.34 1.70 1.66 
160 86.68 60.31 26.37 5.46 92.14 4.75 1.63 1.61 
170 87.06 59.92 27.14 4.51 91.57 2.90 1.54 1.62 
180 86.77 59.17 27.60 3.59 90.36 2.26 1.49 1.55 

















































費仙沼!illI¥一一一 秋一札構-LE一札成一ττ|漂白ノミノレ 1--.fL一「一 一 寸百度ー













































98.48 8.06 1.78 1.90 
98.45 6.60 1.75・ 1.85 
98.40 5.66 1.75 1.81 
98.35 5.55! 1.74 182 
98.33 4.68 1.69 1.79 
98.20 3.89 1.66 1.72 
98.16 3.51 1.66 1.72 
95.48 2.30 1.52 1.59 
91.50 1.92 1.45 1.49 
78.00 1.42 1.30 1.33 
又 110'C~140'C 熱処理パルプの真の結晶領域量の増加は，小原民等56 )がヒノキ木粉を
100'Cで 3， 6， 9日間熱処理した際 3日及び 6'1=1処理材のホロセルロ戸ズの結晶領


















議(無処5理1〉1盟メツ γュ 42メツ、ンユ 80メッシュ |酌ツシユ|蜘ツシユ ノミノレプ残留吉il 残留部 残留部 残 留部% 通過部 粘 度% % % I % I % 
84.0 5.5 6.1 23 2.1 10.3 
110 84.0 4.9 4.7 2.2 4.2 8.2 
120 80.5 6.1 5.7 2.5 5.2 8.0 (79.0) (6.0) (5.6) (2.4) 〈27.0) 
130 82.5 6.2 5.9 2.7 .7 8.0 (80.り) (6.1) (5.8) (23 .6〉 (5.5) 
140 83.5 5.5 5.6 .0 2.4 7.5 (81.0) (5.4) (5.の (2m o (2 5.3〉
150 83.7 5.4 5.5 3. .4 7.1 (81.0) (5.2) (5.3) (2.9) (5.6) 
160 80.0 7.0 6.8 3.5 2.7 6.2 (77.0) (6.7) (6.5) (3.4) (6.4) 
170 84.0 6.1 5.6 2.8 1.5 5.3 (79.0) (5.7) (5.3) (2.6) (7.4) 
180 83.0 5.6 6.2 3.1 2.1 5.0 (75.0) (5.0) (5.6) (2.8) (11.6) 





残 留部|残留部 iP23 1結晶領域粕度
j京パルプ ヲ4 % % % 
(無処理〉 3.6 20.8 29.6 46.0 2.0 
110 1.9 20.1 34.3 43.7 1.9 
120 1.4 9.7 35.7 53.2 2.0 
130 5.8 14.6 30.2 49.4 2.0 
140 2.1 7.4 33.7 56.8 1.8 
150 2.3 4.5 32.1 61.1 1.7 
160 3.8 5.2 28.0 659 3.0 1.7 
170 3.7 9.2 27.7 .4 1.7 
180 2.5 4.2 27.2 66.1 1.5 
190 3.7 3.8 15.0 77.5 1.5 









































































首畑における材料は， 5m2の試験区No.1， No.2，並びに NO.3に生育したものである.




この 3試験区に昭和30年5月9日アカマツ種子を 1m2につき 20g播種した.次で5月下





























-一一一「 月 日 cml cml 
5.141 ~~ 1 



































第 1期のものは材料が少ないから2本を用いたが， その他は会て 1本ずつである. 叉幼
竹は部位により木質北，老成化の程度が異なるから第1期のものはよ音1¥，下部に 2分した.





これらの材料はアルコ ール，ベンゾーノレ (1:1) で抽出後， Wiseの改良法75;によりホロ
セJレロF ズを抽出した. ところで首畑のアカマツについては生長の経過につれて材質も硬





考察すれば NO.1は9月上旬造 NO.2及び No.3は7月下旬造いずれも生長の初期から
急上昇を示すが，それ以後は緩慢である.ところで会結晶領域の内容である真の結晶領域
量の上昇経過は会結晶領域量に比較して初期において緩慢で， No.1及び NO.2は6月中





























































































胴 桶 雨 而有一 影響をうけて10月中旬に減少を示している.併し真
一ー 線畠時期
第18図 アカマツホロセノレロー ズ の結晶領域においては生長初期より10月中旬造上昇
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試 験 区 樹 高 根元直径
No.1 3.7cm 0.41mm 
No.2 4.8 1.56 











37.20%1 26.25%1 10.95%1 62.80% 
43.40 I 31.30 I 12.10 I 56.60 
42.20 I 28.13 I 14.07 I 57.80 












の No.1， NO.2及び NO.3と比較すれば結品構造の劣ることがわかる.第22図はこれらの








は試~"I の生育状態の相違にかかわらずホ ω 
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11. 塩酸溶液処理(塩椴添加量 1~lO% (対パノレプ))において処理時聞を 1時間に一定
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STUDIES ON THE CHANGES OF CRYST ALLINE REGION 
1N CELLULOSE FIBER FROM WOOD AND BAMBOO. 
By 
Eiichi T AN1GUCHI 
Resume 
The original of this paper consists of the introduction， the Body(Chapter 1 to 8) 
and the Conc1usion. 
1n this paper， changes of crystalline region in pulp and its origin were studied 
under various conditions related to cooking and bleaching， and then increment of 
crystalline region in Akamatsu (Pinus densiflora Sieb. et Zucc.) and Mosochikll (Phyllo-
stachys edu1is Riv.) through growth was treated. 
1n the Introduction， was introduced the past literature on determination of cryst-
a1ine region content， and after examining the several methods， the author decided 
to employ the acid hydrolysis method as most convenient as well as rationa1. 
Chapter 1. Changes of crystalline region by bleaching of Akamatsu sulfite pulp 
were studied under the conditions of various connections of bleaching time， the amo-
unt of calcium hypochlorite， and chlorine added. According to the above results， total-， 
genuine-， and psedocrystalline region was found to show resistance to bleaching action 
with a gradual decrease， but on the contrarγ， amorphous region was found to incre-
ase. When the pulp by hypochlorite treatment was treated with 1% sodium hydro-
xide， the results were obtained as follows : the former three regions after alka1i 
extract increased， whi1e amorpholls region decreased by being removed from pulp. 
Chapter 2. Changes of crystalline region were studied in regard to each fraction 
of sulfite pulp. The sulfite pulp was prepared under various conditions of the conne-
ctions of bleaching of 1 ~5 hours and 3~5 stages， and then was fractionated with 
screen. Concerning each fraction of sulfite pulp， crystalline region content， viscosity 
and degree of polymerization were determined， and the resu1ts were shown that long 
fibers had more crystalline region content than short on白.With progressive breach， 
the fibers became shorter， but if they were breached moderate， they did not show 
any decrease of crystalline region content. According to the results examined proper-
ties of a-cellulose that were prepared by the 17.5% sodium hydroxide treatment， 
the viscosity of crystalline region showed a decrease of 2/3 as compared with the 
original value of viscosity. 
This fact was assumed to be due to a decrease of amollnt of long fibers and 
crystalline length owing to 17.5% sodium hydroxide. 
Chapter 3. The kraft pulp was manufactured from Akamatsu and beech， and 
was studied in detai1 in regard to bleaching as in the case of chapter 2， and then 
the results reached the same conc1usion. 
Furthermore， there were studied changes of crystalline region from the view point 
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of the amount of pigment absorption， and the results were shown to be quite similar ; 
and comparison of hypochlorite and sodium chlorite， effect of chlorination and after 
treatment with sodium hydroxide and hydrochloric acid were investigated thoroughly 
under various conditions， and as a result， the guide to moderation of bleaching was 
found. 
Chapter 4. Mosochiku that had large variation of fiber length was used for 
kraft pulping. The Mosδchiku kraft pulp was screened， and breached， and then the 
relation of crystalline region content to fiber length， and comparison of ca1cium hypo-
chloride and sodium chlorite were reexamined， and it was found to agree with the 
result shown in chapter 3. 
Chapter 5. The relation between crysta1line region and viscosity of beech kraft 
pulp was examined under various cooking conditions of the concentration of cooking 
liquor， cooking time， temperature， and sulphidity， and the following facts were made 
clear : with progressive cooking， first amorphous region dissolved out， secondar均r
mesomorphous region was transformed into amorphous region， and then dissolved 
out. Finally genuine crystalline region was transformed into mesomorphous region， 
amorphous region， and then dissolved out. Optimum of sulphidity was 20~30 %，
depending on pulp yield and crystal1ine region content in pulp， while sulphidity over 
40% had rapid degrading effect on crystalline region. 
Chapter 6. Okitamamatsu， Shirahatamatsu， Kuromatsu， and Akamatsu were 
cooked by kraft process as described in the preceding chapter， and each crystalline 
region content was determined. Furthermore， hollocellulose was compared with pulp， 
and it was shown that crystal1ine region transformed and dissolved out as described 
in the preceding chapter. 
Chapter 7. Deformation of crystalline region in pulp by hot water-and heat-
treatment that have a close connection with drying of pulp and paper was treated. 
With the elevation of temperature， pulp by the hot water treatment reduced crysta勾
linity， and it was shown that crystal1ine region was tr官 lsformedinto mesomorphous 
region， and amorphous region caused to decompose and to dissolve out. At the heat-
treatment， crystalline region began the same transformation at 140"C as at hot 
water-treatment， but amorphous region remained undissolved， because water did not 
exist. Wi出 theelevation of temperature at hot water-treatment， the shOlter 
63 
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region and to increase in opposite order in the case of decomposition. 1n the bamboo 
shoots， crystal1ine region content in cel1ulose fiber was the most at the lower part. 
However， when bamboo shoots grew into a bamboo stems with branches and leaves 
spread， the differences of crystalline region content in each part was found very few. 
1n Condusion， this paper is the result of the author's investigation of long sta-
nding about the changes of crystalline region of various proc白 S回 ofpulping and 
growth， and he believes that it gives suggestions to make a great contribution to 
pulp and paper making in future. 
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